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〇
議
案
第
１
号　
総
8
8

88

　

部
課
設
置
条
例
の
一
部
改
正

【
部
及
び
課
】

（
現　

行
）
企
画
創
造
課

（
改
正
後
）
未
来
創
造
課

【
課
の
分
掌
事
務
】

﹁
地
方
創
生
に
関
す
る
こ
と
﹂﹁
Ｄ

Ｘ
推
進
に
関
す
る
こ
と
﹂を
新
設
。

〇
議
案
第
２
号　
総
8
8  

888

　

職
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

公
務
の
た
め
の
自
家
用
車
で
の

移
動
経
費
に
、
走
行
距
離
に
応

じ
た
定
額
単
価
方
式
（
１
㎞
に

つ
き
37
円
）
を
新
設
。

〇
議
案
第
３
号　
総
8
8

88

　

税
条
例
の
一
部
改
正

太
陽
光
発
電
及
び
改
修
特
別
特

定
建
築
物
に
つ
い
て
固
定
資
産

税
の
減
額
措
置
割
合
を
規
定
し

ま
し
た
。

〇
議
案
第
４
号　
総
8
8

88

　

都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
改
正

改
修
特
別
特
定
建
築
物
に
つ
い

て
都
市
計
画
税
の
減
額
措
置
割

合
を
規
定
し
ま
し
た
。

〇
議
案
第
９
号　
民
8
8

88

　

財
産
の
取
得

【
取
得
す
る
財
産
】

小
型
バ
ス　

１
台

【
購
入
価
格
】
１
千
914
万
円

【
納
入
期
限
】令

和
９
年
３
月
31
日

【
購
入
の
相
手
方
】

群
馬
県
前
橋
市
高
井
町

　
　
　
　

  

１
丁
目
30
番
地
20
号

三
菱
ふ
そ
う
ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス

（
株
）
北
関
東
ふ
そ
う
前
橋
支
店

支
店
長　

小
野
里　

仁

【
契
約
方
法
】
随
意
契
約

〇
議
案
第
10
号　
総
8
8

88

　

財
産
の
取
得

【
取
得
す
る
財
産
】

・
Ａ
Ｄ
サ
ー
バ
一
式

・
仮
想
サ
ー
バ
一
式

・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器
一
式

【
取
得
価
格
】
３
千
160
万
円

【
納
入
期
限
】令

和
８
年
12
月
25
日

【
契
約
の
相
手
方
】

群
馬
県
前
橋
市
元
総
社
町

　
　
　
　
　
　

   　
　

   

521
―
８

（
株
）
ナ
ブ
ア
シ
ス
ト

代
表
取
締
役　

江
口　

大
介

【
契
約
の
方
法
】
随
意
契
約

議案はそれぞれの担当委員会において詳細な審議が
行われた後、最終日の本会議で議決されました。

総8 …  総務観光常任委員会
民 …8  民教土木常任委員会　
温 …8  温泉温水対策特別委員会

定 例 会

財
産
の
取
得

条

例

改

正

令和８年度　６月補正予算　（一般会計・特別会計）

会　計　名 補　正　額 主　な　内　容　（　歳　出　） 総　額

議案第５号
一般会計（第２次）　　　　 総8・民8 

+ 2,635 万円

総合体育館管理事業 + 800 万円

60億 2,699 万円

町有財産管理事業 + 715 万円

中島住宅管理事業 + 691 万円

文書法規管理事業 + 390 万円

中学生姉妹都市交流事業 + 213 万円

その他 ▲ 174 万円

議案第６号
介護保険特別会計（第１次）　　 民8 

+ 83 万円
職員給与費 + 50 万円

6億 4,009 万円
一般管理費事務費 + 33 万円

令和８年度　６月補正予算　（企業会計）

会　計　名 補　正　額 総　額

議案第 7 号　公共下水道事業特別会計（第１次）　　　民8 収益的
収入 1,365 万円 3億 7,663 万円

支出 2,235 万円 3億 7,663 万円

議案第８号　千客万来事業会計（第１次）　　　　　　総　　8   資本的 支出 2,966 万円 3億 5,245 万円
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〇
議
案
第
11
号　
民
8
8 

88

　

町
道
の
路
線
廃
止

地
蔵
二
号
線
（
延
長
30
・
３
ｍ
）

〇
議
案
第
12
号　
民
8
8  

888

　

町
道
の
路
線
変
更

地
蔵
馬
場
線

旧　

延
長
162
・
７
ｍ

（
起
点
）
草
津
字
地
蔵
290
―
１

（
終
点
）
草
津
字
地
蔵
289
―
24

新　

延
長
178
・
２
ｍ

（
起
点
）
草
津
字
地
蔵
292

（
終
点
）
草
津
字
地
蔵
289
―
24

〇
議
案
第
13
号　
温
8
8 

88

　

温
泉
引
用
許
可

【
施
設
名
】
フ
ォ
ー
ト
リ
ー
ト
草
津

【
源
泉
名
】
万
代

【
給
湯
量
】
19
ℓ
／
分

【
申
請
者
】

東
京
都
千
代
田
区
有
楽
町

　
　
　
　
　

 

１
丁
目
９
番
４
号

Ａ･

Ｐ･

リ
ア
ル
テ
ィ
（
株
）

代
表
取
締
役　

西
岡　

康
夫

〇
議
案
第
14
号　
温
8
8 

88

　

温
泉
引
用
許
可

【
施
設
名
】（
仮
称
）
重
田
屋
旅
館

【
源
泉
名
】
湯
畑

【
給
湯
量
】
19
ℓ
／
分

【
申
請
者
】

吾
妻
郡
嬬
恋
村
芦
生
田
205

重
田
商
事
（
株
）

代
表
取
締
役　

菅
原　

健
司

〇
議
案
第
15
号　
温
8
8 

88

　

温
泉
引
用
者
移
転
許
可

【
施
設
名
】
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
紅
葉

【
源
泉
名
】
万
代

【
給
湯
量
】
100
ℓ
／
分

【
申
請
者
】

新　

東
京
都
千
代
田
区

霞
が
関
３
丁
目
２
番
５
号

合
同
会
社
Ｍ
ｉ
ｘ　

Ｓ
ａ
ｎ
ｄ

Ｈ
ｉ
ｔ
ａ
ｃ
ｈ
ｉ
０
０
３

代
表
社
員　

一
般
社
団
法
人　

Ｍ
ｉ
ｘ　

Ｓ
ａ
ｎ
ｄ　

Ｈ
ｉ
ｔ

ａ
ｃ
ｈ
ｉ
０
０
３　

職
務
執
行
者　

鄭　

武
壽

旧　

吾
妻
郡
草
津
町
大
字

　
　
　
　
　
　
　

草
津
464
番
地
34

（
有
）
ホ
テ
ル
紅
葉
館

代
表
取
締
役　

加
藤　

昇
吾

〇
議
案
第
16
号　
温
8
8 

88

　

温
泉
引
用
者
移
転
許
可

【
施
設
名
】
ペ
ン
シ
ョ
ン
石
楠
花

【
源
泉
名
】
万
代

【
給
湯
量
】
28
ℓ
／
分

【
申
請
者
】

新　

東
京
都
港
区
虎
ノ
門

　
　
　
　
　
　

３
丁
目
７
番
10
号

（
株
）
Ｈ
ａ
ｓ
ｈ
ｔ
ａ
ｇ

代
表
取
締
役　

井
組　

正
嗣

旧　

吾
妻
郡
草
津
町
大
字

　
　
　
　
　
　
　

草
津
464
番
地
34

（
有
）
ホ
テ
ル
紅
葉
館

代
表
取
締
役　

加
藤　

昇
吾

〇
議
案
第
17
号　
温
8
8 

88

　

温
泉
引
用
許
可
事
項
の
変
更

【
施
設
名
】
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ａ
・
ｄ
ｅ
・

Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｕ

【
源
泉
名
】
万
代

【
給
湯
量
】
10
ℓ
／
分

【
業
種
】

新　

旅
館

旧　

保
養
所

【
申
請
者
】

東
京
都
足
立
区
大
谷
田

　
　
　
　
　
　

３
丁
目
５
番
19
号

（
株
）
新
東
京
モ
ー
タ
ー
ス

代
表
取
締
役　

津
野　

桂
子

〇
議
案
第
19
号 

88

　

農
業
委
員
会
委
員
の
任
命

・
浅
香　

勝
さ
ん
（
再
任
）

・
中
澤　

映
子
さ
ん
（
再
任
）

・
市
川　

祥
史
さ
ん
（
再
任
）

・
髙
原　

ま
ち
子
さ
ん
（
再
任
）

・
水
出　

好
美
さ
ん
（
再
任
）

・
山
口　

芳
雄
さ
ん
（
再
任
）

・
中
澤　

肇
さ
ん
（
再
任
）

・
金
丸　

勝
利
さ
ん
（
新
任
）

・
中
澤　

徳
夫
さ
ん
（
新
任
）

〇
報
告
第
１
号　

8

 

88

　

温
泉
高
度
利
用
許
可

【
施
設
名
①
】（
仮
称
）
ラ
ン
ブ
ル

【
源
泉
名
①
】
万
代

【
給
湯
量
①
】
15
ℓ
／
分

【
申
請
者
①
】

東
京
都
港
区
赤
坂
３
丁
目
16
番

11
号　

東
海
赤
坂
ビ
ル
６
階

（
株
）
ユ
ー
レ
ッ
ク
ス

代
表
取
締
役　

加
賀
谷　

伸

【
施
設
名
②
】
界　

草
津

【
源
泉
名
②
】
西
の
河
原

【
給
湯
量
②
】
14
ℓ
／
分

【
申
請
者
②
】

長
野
県
北
佐
久
郡
軽
井
沢
町

大
字
長
倉
２
１
４
８
番
地

（
株
）
星
野
リ
ゾ
ー
ト

代
表
取
締
役　

十
川　

隆

【
施
設
名
③
】
界　

草
津

【
源
泉
名
③
】
万
代

【
給
湯
量
③
】
210
ℓ
／
分

【
申
請
者
③
】

草
津
町
大
字
草
津
字白

根
464
番
地
690

（
株
）
Ｈ
Ｒ
Ｋ

代
表
取
締
役　

的
場　

健
生

【
施
設
名
④
】

草
津
ナ
ウ
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル

【
源
泉
名
④
】
万
代

【
給
湯
量
④
】
99
ℓ
／
分

【
申
請
者
④
】

草
津
町
大
字
草
津
747
番
地

（
株
）
ニ
ュ
ー
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

代
表
取
締
役　

小
林　

恵
生

〇
報
告
第
２
号　

8

 

88

　

令
和
７
年
度
千
客
万
来
事
業

会
計
予
算
繰
越
計
算
書

【
事
業
名
／
翌
年
度
繰
越
額
】

・
天
狗
山
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
建
替
工

事
分
割
３
号
／
10
億
４
千
３
万

９
千
円

・
草
津
白
根
山
系
ジ
オ
ラ
マ
解
説

用
機
器
及
び
映
像
作
成
業
務
／

330
万
円

〇
発
議
第
１
号　

8

 

88

　

特
別
委
員
会
設
置

【
委
員
会
名
】
温
泉
文
化
経
済
対

策
特
別
委
員
会

【
定
員
】
６
名

【
調
査
事
項
】
温
泉
文
化
等
・
経

済
に
関
す
る
事
項

【
期
間
】
議
会
閉
会
中
も
必
要
に

応
じ
活
動
で
き
る
も
の
と
し
、

そ
の
終
了
ま
で
継
続
す
る
。

そ

の

他

人

事

報

告

発

議
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総務観光常任委員会

議会運営委員会

６
月
定
例
議
会

委
員
会
審
査
・
報
告

議
案
は
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ

詳
細
な
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
︒

付
託
議
案

︻
議
案
１
号
草
津
町
部
課
設
置
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て
︼

Ｑ　

名
称
は
企
画
創
造
課
で
よ
い

の
で
は
？
５
年
後
、
Ｄ
Ｘ
は
常
識

と
な
り
未
来
は
何
か
と
の
思
い
が

生
ま
れ
る
と
思
う
が
？

町
長　

政
策
の
中
で
掲
げ
て
い
る

も
の
で
、
Ｄ
Ｘ
と
地
方
創
生
は
10

年
20
年
と
継
続
的
に
行
う
も
の
。

Ｑ　

現
在
の
職
員
数
は
。
増
や
す

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
？

Ａ　

７
名
。
増
や
す
事
は
考
え
て

い
な
い
。
現
在
Ｄ
Ｘ
に
対
応
出
来

る
も
の
が
い
る
。

Ｑ　

課
名
の
変
更
に
よ
り
、
ど
の

く
ら
い
の
経
費
が
か
か
る
の
か
？

Ａ　

名
刺
は
庁
内
に
お
い
て
プ
リ

ン
ト
ア
ウ
ト
が
出
来
る
の
で
そ
れ

ほ
ど
掛
か
ら
な
い
。
そ
の
他
の
経

費
に
関
し
て
は
確
認
し
て
い
な

い
。

︻
議
案
５
号
令
和
８
年
度
草
津
町

一
般
会
計
補
正
予
算
︵
第
２
次
︶︼

Ｑ　

有
害
鳥
獣
対
策
事
業
の
増
加

は
職
員
の
手
当
だ
と
思
う
が
、
前

年
比
で
ど
の
く
ら
い
の
差
が
あ
る

の
か
？

Ａ　

今
年
は
４
月
か
ら
目
撃
情
報

が
あ
り
、
例
年
よ
り
早
い
出
動
と

な
っ
た
。
熊
に
関
し
て
は
例
年
よ　

り
少
な
く
５
件
。

Ｑ　

文
書
法
規
管
理
事
業
は
当
初

予
算
で
組
め
な
か
っ
た
理
由
を
？

Ａ　

令
和
９
年
度
に
行
う
予
定
だ

っ
た
。
上
級
法
の
改
正
が
多
く
、

支
払
い
等
の
業
務
に
支
障
が
出
る

の
で
、
補
正
で
お
願
い
す
る
も
の

と
し
た
。

Ｑ　

工
事
請
負
費
の
中
で
西
殿
塚

区
民
館
に
倒
木
と
の
こ
と
だ
が
、

町
内
で
の
被
害
状
況
は
？

Ａ　

台
風
被
害
よ
り
多
く
あ
っ

た
。
区
民
館
と
前
口
区
の
電
柱
倒

壊
、
昭
和
区
の
民
家
の
屋
根
が
損

壊
。
教
員
住
宅
の
屋
根
損
壊
、
総

合
体
育
館
の
屋
根
と
壁
の
損
壊
等

町
内
で
数
十
か
所
。

Ｑ　

電
線
が
垂
れ
下
が
っ
て
い
る

事
も
聞
い
た
。
草
津
テ
レ
ビ
の
も

の
だ
と
思
う
が
対
策
を
？

Ａ　

草
津
テ
レ
ビ
の
線
に
関
し
て

は
調
査
を
し
て
い
き
た
い
。

︻
陳
情
３　

草
津
原
地
区
の
都
市

計
画
区
域
か
ら
の
除
外
を
求
め
る

陳
情
︼

　

委
員
会
と
し
て
は
、
都
市
計
画

区
域
か
ら
の
除
外
を
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
種
々
の
開
発
行
為
や
建

物
建
設
の
規
制
が
な
く
な
る
こ
と
。

陳
情
者
が
区
域
の
総
意
と
な
っ
て

い
な
い
事
か
ら
不
採
択
と
し
た
。

付
託
議
案

︻
発
議
１
号　

特
別
委
員
会
設
置
に
つ

い
て
︼

Ｑ　

な
ぜ
全
員
協
議
会
開
催
で
は
な

く
、
特
別
委
員
会
の
設
置
な
の
か
？

Ａ　

経
済
対
策
や
中
東
情
勢
、
い
ざ
と

い
う
時
の
県
と
の
連
携
等
を
考
え
る
と

委
員
会
の
方
が
動
き
や
す
い
。

Ｑ　

委
員
の
選
考
方
法
は
？

Ａ　

議
長
が
議
会
に
諮
る
。
発
議
者
４

名
の
他
、
残
り
２
名
に
つ
い
て
は
、
い

ろ
い
ろ
な
業
種
か
ら
と
い
う
こ
と
を
考

慮
す
る
。

Ｑ　

町
当
局
に
は
出
席
を
求
め
る
の

か
？
そ
の
場
合
、
ど
の
課
が
担
当
に
な

る
の
か
？

Ａ　

そ
の
時
の
状
況
に
応
じ
て
求
め
て

い
く
。

Ｑ　

議
会
で
は
付
託
議
案
外
の
委
員
長

報
告
と
な
り
、
質
疑
が
で
き
な
い
。
選

ば
れ
な
か
っ
た
４
名
の
意
見
は
反
映
さ

れ
な
い
の
で
は
？

Ａ　

そ
の
時
は
全
員
協
議
会
で
や
れ
ば

良
い
。

Ｑ　

全
員
協
議
会
の
開
催
は
保
証
さ
れ

て
い
な
い
の
で
は
？

Ａ　

全
員
協
議
会
の
開
催
に
つ
い
て
保

証
は
な
い
。

湯本 晃久 委員長有坂 太宏 副委員長

安井 尚弘 委員

黒岩 卓 委員上坂 国由 委員

市川 祥史 委員

安齋 　努 委員 黒岩 　卓 委員長直井 新吾 委員 金丸 勝利 委員 市川 祥史 副委員長安井 尚弘 委員
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付
託
議
案

︻
議
案
13
号
温
泉
引
用
許
可
に
つ
い

て
︼

慎
重
審
議
の
結
果
、
原
案
の
と
お

り
承
認
。

︻
議
案
14
号
温
泉
引
用
許
可
に
つ
い

て
︼

Ｑ　

す
で
に
許
可
さ
れ
て
い
る
湯

畑
源
泉
、
今
回
申
請
の
地
蔵
源
泉

を
合
わ
せ
て
何
リ
ッ
ト
ル
に
な
る

の
か
？
湯
畑
源
泉
の
湯
量
に
余
裕

は
あ
る
の
か
？

Ａ　

湯
畑
源
泉
、
地
蔵
源
泉
各
19

リ
ッ
ト
ル
、
合
計
で
38
リ
ッ
ト
ル

に
な
る
。
ど
ち
ら
の
源
泉
も
、
今

後
の
申
請
に
つ
い
て
余
裕
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。

︻
議
案
15
号
温
泉
引
用
者
移
転
許
可

に
つ
い
て
︼

Ｑ　

排
湯
管
の
経
路
や
管
理
は
？

改
修
工
事
の
場
合
、
浴
槽
面
積
な

ど
精
査
を
し
て
欲
し
い
。

Ａ　

温
泉
引
用
の
許
可
を
出
す
際

に
は
、
排
湯
管
の
確
認
や
浴
槽
面

積
に
つ
い
て
精
査
を
行
う
。

︻
議
案
16
号
温
泉
引
用
者
移
転
許
可

に
つ
い
て
︼

慎
重
審
議
の
結
果
、
原
案
の
と
お

り
承
認
。

︻
議
案
17
号
温
泉
引
用
許
可
事
項
の

変
更
に
つ
い
て
︼

Ｑ　

い
つ
か
ら
保
養
所
と
し
て
利

用
し
て
い
る
の
か
？

Ａ　

令
和
２
年
か
ら
。
現
在
は
旅

館
業
の
認
可
を
申
請
中
。

付
託
議
案
外

︻
温
泉
熱
発
電
及
び
視
察
に
つ
い

て
︼

温
泉
熱
発
電
に
つ
い
て
、
内
容
や

進
捗
状
況
を
町
民
に
聞
か
れ
て
も

説
明
が
で
き
な
い
た
め
、
資
料
の

作
成
や
委
員
会
の
開
催
な
ど
要
望

し
た
。
ま
た
視
察
に
つ
い
て
も
、

い
く
つ
か
の
場
所
・
案
を
出
し
、

検
討
を
し
て
い
く
よ
う
要
望
し
た
。

︻
温
泉
排
湯
管
の
整
備
に
つ
い
て
︼

温
泉
の
排
湯
管
に
つ
い
て
、﹁
草
津

町
温
泉
使
用
条
例
﹂
で
は
使
用
後

の
温
泉
を
本
町
が
指
定
す
る
場
所

ま
で
配
管
を
施
し
と
あ
る
が
、
排

湯
管
路
を
把
握
し
て
い
な
い
事
業

者
も
お
り
、
漏
湯
に
よ
り
道
路
の

陥
没
が
起
き
て
か
ら
で
は
遅
い
か

と
思
う
。
今
後
の
対
策
・
対
応
と

し
て
道
路
改
良
な
ど
の
工
事
を
行

う
際
に
、
パ
イ
プ
を
１
本
入
れ
て

お
く
な
ど
の
整
備
を
検
討
す
る
よ

う
当
局
へ
要
望
し
た
。

民教土木常任委員会

温泉温水対策特別委員会

湯本 晃久 委員 上坂 国由 委員長小林 純一 委員 直井 新吾 副委員長宮﨑 謹一 委員有坂 太宏 委員

宮﨑 謹一 委員 安井 尚弘 委員長黒岩 卓 副委員長上坂 国由 委員安齋 努 委員直井 新吾 委員

付
託
議
案

︻
議
案
５
号　

一
般
会
計
補
正
予
算
︼

Ｑ　

管
外
保
育
委
託
料
と
は
？

Ａ　

他
自
治
体
に
入
園
す
る
１
名
分
で
あ
り
、

月
／
10
万
の
予
算
と
な
る
。

Ｑ　

中
島
住
宅
の
修
繕
料
の
内
容
は
？

Ａ

600
万
は
３
部
屋
分
の
修
繕
費
で
あ
り
、

91
万
は
強
風
被
害
に
よ
る
屋
根
修
繕
費
で
あ
る
。

Ｑ　

教
職
員
住
宅
の
補
修
費
だ
が
使
用
さ
れ

て
い
な
い
と
思
う
が
必
要
か
？

Ａ

10
年
以
上
空
き
家
状
態
だ
が
近
隣
が
あ

る
た
め
修
繕
が
必
要
、
解
体
も
検
討
す
る
。

Ｑ　

中
学
校
姉
妹
都
市
交
流
事
業
の
増
額
理

由
は
？

Ａ　

２
名
分
の
追
加
と
燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ

の
値
上
げ
分
で
あ
る
。

Ｑ　

総
合
体
育
館
の
補
修
内
容
は
？
ま
た
保

険
適
用
に
は
な
ら
な
い
の
か
？

Ａ　

強
風
に
よ
る
屋
根
の
破
損
で
あ
る
。
保

険
は
半
額
出
る
予
定
。

︻
議
案
９
号　

財
産
の
取
得
に
つ
い
て
︼

Ｑ　

随
意
契
約
理
由
は
？

Ａ　

土
地
柄
４
Ｗ
Ｄ
が
必
要
で
あ
り
、
現
在

三
菱
し
か
扱
い
が
な
い
為
。
尚
ワ
ン
マ
ン
機

器
が
高
額
と
な
っ
て
い
る
。

付
託
議
案
外

水
道
事
業
経
営
戦
略
の
報
告
が
あ
り
、
人

口
減
少
・
物
価
高
騰
・
老
朽
化
な
ど
か
ら
企

業
債
の
借
入
や
料
金
改
正
の
必
要
性
が
あ
る

と
説
明
が
あ
っ
た
。
委
員
か
ら
町
民
に
丁
寧

な
説
明
と
専
門
的
な
人
材
の
育
成
を
要
望
し

た
。
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︻
発
議
１
号　

特
別
委
員
会
の
設
置
︼

Ｑ　

２
点
伺
う
︒
１
点
目
︑
特
別
委

員
会
の
設
置
目
的
に
つ
い
て
委
員
会

を
傍
聴
し
た
が
︑
温
泉
文
化
の
維
持
︑

観
光
の
将
来
不
安
︑
物
価
高
騰
︑
町

民
経
済
の
改
善
な
ど
町
全
体
に
関
わ

る
横
断
的
な
課
題
が
挙
げ
ら
れ
て
い

た
︒
こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て
議
論

が
必
要
な
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
理
解
し

て
い
る
が
︑
特
別
委
員
会
の
委
員
長

報
告
に
は
質
疑
が
出
来
ず
︑
ま
た
全

員
協
議
会
は
開
催
が
保
証
さ
れ
て
い

な
い
と
の
こ
と
で
し
た
︒
そ
う
な
る

と
議
会
と
し
て
の
説
明
責
任
を
果
た

す
場
所
が
存
在
し
な
い
こ
と
に
な
る

が
︑
議
会
と
し
て
ど
の
場
で
議
論
の

透
明
性
を
確
保
し
︑
住
民
に
対
し
て

説
明
責
任
を
果
た
す
の
か
？

　

２
点
目
︑
今
回
の
テ
ー
マ
は
観
光
︑

文
化
︑
経
済
︑
物
価
な
ど
町
全
体
に

関
わ
る
横
断
的
な
課
題
が
含
ま
れ
て

い
る
が
︑
こ
れ
ま
で
に
も
様
々
な
テ

ー
マ
で
全
員
協
議
会
を
開
き
︑
議
員

全
員
が
情
報
や
意
見
を
共
有
し
て
議

論
を
し
て
き
た
経
緯
が
あ
る
︒
町
全

体
の
重
要
な
課
題
を
な
ぜ
議
員
全
員

で
議
論
で
き
る
全
員
協
議
会
で
は
な

く
議
員
６
名
の
み
で
扱
う
必
要
が
あ

る
の
か
？

Ａ

直
井
新
吾
議
員

　

立
ち
上
げ
る
理
由
は
小
林
議
員
が

述
べ
て
い
た
だ
い
た
諸
々
の
こ
と
を

含
め
て
の
発
案
で
あ
る
。
そ
の
中
で

こ
れ
は
や
っ
ぱ
り
ス
ピ
ー
ド
感
が
必

要
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
判
断
を
し
、

議
長
と
相
談
し
て
６
名
に
し
た
。
な

ぜ
か
と
言
う
と
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を

集
め
る
の
に
時
間
が
大
変
短
い
の
で

は
な
い
か
と
い
う
感
覚
が
私
に
は
あ

り
、
町
内
で
い
ろ
い
ろ
な
方
々
と
話

を
す
る
と
、
飲
食
店
、
お
土
産
屋
さ

ん
か
ら
す
る
と
５
月
以
降
に
２
割
の

売
り
上
げ
が
落
ち
た
。
旅
館
さ
ん
の

ほ
う
は
順
調
に
伸
び
て
い
る
け
れ
ど

も
、
そ
う
い
う
町
民
の
方
々
の
肌
感

で
２
割
く
ら
い
落
ち
て
い
る
と
い
う

感
覚
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
は
も
う
ス

ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
と

こ
ろ
と
情
報
を
収
集
し
な
が
ら
進
め

て
い
く
の
が
大
人
数
で
や
る
よ
り
は

い
い
と
。
そ
れ
と
情
報
を
そ
の
６
人

だ
け
で
抱
え
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
い
う
お
疑
い
が
あ
る
が
そ
ん
な
こ

と
は
な
く
情
報
は
す
べ
て
提
供
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

︵
再
質
︶
Ｑ　
︵
委
員
長
報
告
に
質
疑

が
出
来
な
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
︶

ど
の
場
で
説
明
責
任
を
果
た
す
か
と

い
う
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
伺
い

た
か
っ
た
の
だ
が
︑
そ
の
点
の
お
考

え
は
？

Ａ

宮
﨑
議
長

　

委
員
長
報
告
に
質
疑
が
出
来
な
い

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
員
協
議
会

の
開
催
を
保
証
す
る
。

反
対
の
立
場
か
ら
討
論
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
今
ま
で
挙
げ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
目
的
に
関
す
る
も
の

な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
と
て
も
重
大

な
テ
ー
マ
を
扱
っ
て
い
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
全
て
常

任
委
員
会
や
全
員
協
議
会
で
十
分
に

扱
え
る
内
容
で
あ
る
と
私
は
考
え
て

お
り
ま
す
。
議
員
全
員
が
情
報
や
意

見
を
共
有
し
、
議
論
で
き
る
全
員
協

議
会
の
中
で
私
は
議
論
す
べ
き
問
題

で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
今

回
の
議
案
に
関
し
ま
し
て
は
賛
成
を

致
し
か
ね
ま
す
。

︻
議
案
１
号　

部
課
設
置
条
例
の
一
部

改
正
︼

Ｑ　
﹁
企
画
創
造
課
﹂
を
﹁
未
来
創
造

課
﹂
に
改
め
る
と
の
こ
と
で
す
が
︑

未
来
創
造
し
た
と
こ
ろ
で
今
の
現
実

っ
て
い
う
の
も
進
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
︒
Ｄ
Ｘ
化
に
か
け
る
の

で
あ
れ
ば
Ｄ
Ｘ
課
と
か
︑︵
町
民
に
と

っ
て
︶
わ
か
り
や
す
い
名
前
に
出
来

な
い
の
か
？

A　

町
長

　
﹁
み
ら
い
（
創
造
課
）﹂
の
平
仮
名

表
記
も
考
え
た
が
、
み
ら
い
家
庭
セ

ン
タ
ー
と
混
同
す
る
と
困
る
の
で
漢

字
表
記
と
し
た
。
こ
れ
は
看
板
の
付

け
替
え
で
は
な
く
て
、
Ｄ
Ｘ
は
非
常

に
重
要
で
、
そ
の
課
を
作
る
こ
と
も

考
え
た
が
人
的
な
問
題
等
々
も
考
え

て
﹁
企
画
創
造
課
﹂
を
﹁
未
来
創
造
課
﹂

と
い
う
考
え
で
行
っ
た
。
分
掌
事
務

に
地
方
創
生
、
Ｄ
Ｘ
推
進
を
あ
げ
て

い
る
が
、
当
町
の
10
年
度
、
20
年
度

の
未
来
を
左
右
す
る
最
も
非
常
に
重

要
な
課
題
を
明
記
し
た
課
で
あ
る
。

こ
れ
に
と
も
な
い
現
在
の
企
画
、
町

政
に
と
ど
ま
ら
ず
未
来
の
草
津
の
発

展
を
積
極
的
に
作
り
出
す
と
い
う
使

命
も
あ
る
。
そ
れ
を
一
人
一
人
の
職

員
に
強
く
意
識
さ
せ
る
こ
と
が
大
事

だ
と
思
っ
て
い
る
。
町
民
の
皆
様
に

対
し
て
も
行
政
が
未
来
志
向
で
課
題

解
決
に
取
り
組
む
姿
勢
を
わ
か
り
や

す
く
す
る
た
め
の
名
称
変
更
で
あ
る
。

Ｑ　

名
称
変
更
に
か
か
る
経
費
は
い

く
ら
位
か
？

A　

総
務
課
長

　

役
場
庁
舎
内
の
看
板
は
カ
ッ
テ
ィ

ン
グ
シ
ー
ト
等
で
名
前
を
付
け
替
え

る
程
度
。
名
刺
の
経
費
は
か
か
ら
な

い
。
案
内
板
の
改
修
を
含
め
て
消
耗

品
の
３
万
円
程
度
の
試
算
。

　

反
対
の
立
場
か
ら
討
論
い
た
し
ま
す
。

本
議
案
は
、
課
名
の
変
更
に
関
す
る

も
の
で
す
が
、
今
回
の
変
更
理
由
は
、

業
務
が
新
た
に
２
つ
追
加
さ
れ
る
と

い
う
も
の
で
す
。
し
か
し
、
企
画
創

造
課
そ
の
も
の
が
な
く
な
る
わ
け
で

は
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
業
務
が
な
く

な
る
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う

で
あ
る
な
ら
ば
、
な
ぜ
課
名
ま
で
変

更
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
と
い
う
疑

問
を
持
ち
ま
す
。

　

先
ほ
ど
も
上
坂
議
員
か
ら
意
見
が

あ
り
ま
し
た
が
、
行
政
組
織
の
名
称

は
、
住
民
に
と
っ
て
分
か
り
や
す
い

こ
と
が
最
も
重
要
で
す
。例
え
ば
、﹁
住

民
課
﹂
と
聞
け
ば
住
民
に
関
す
る
手

続
き
を
行
う
部
署
で
あ
る
こ
と
が
分

か
り
ま
す
し
、﹁
税
務
課
﹂
で
あ
れ
ば

税
に
関
す
る
業
務
を
担
当
す
る
部
署

で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
そ
の

よ
う
に
、
住
民
に
と
っ
て
分
か
り
や

す
い
名
称
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い

と
考
え
ま
す
。

　

今
回
の
よ
う
に
、
業
務
が
２
項
目

追
加
さ
れ
た
だ
け
で
課
名
を
変
更
し
、

そ
れ
に
伴
っ
て
看
板
や
そ
の
他
の
こ

と
を
全
面
的
に
変
え
て
い
く
必
要
が

本
当
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
に

よ
っ
て
町
民
に
ど
の
よ
う
な
利
益
が

も
た
ら
さ
れ
る
の
か
、
ま
た
、
名
称
変

更
に
よ
る
混
乱
は
生
じ
な
い
の
か
、
課

の
名
称
は
、
そ
の
部
署
の
役
割
や
業
務

内
容
を
表
す
大
切
な
も
の
で
す
。
し
か

し
、
今
回
の
変
更
は
、
名
称
を
改
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
業
務
内
容
が

大
き
く
変
化
す
る
も
の
と
は
考
え
ら

れ
ず
、
そ
の
必
要
性
は
な
い
と
の
理
由

か
ら
反
対
と
し
ま
す
。

︻
議
案
５
号　

Ｒ
８
一
般
会
計
補
正
予

算
︵
第
２
次
︶︼

歳
出
︵
教
育
費
／
事
務
局
費
︶

Ｑ　

中
学
生
姉
妹
都
市
交
流
事
業
で

当
初
予
算
は
約
290
万
で
あ
っ
た
が
︑

今
回
213
万
７
千
円
の
補
正
と
い
う
こ

と
で
︑
燃
油
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
と
２
名

増
え
た
と
の
こ
と
だ
が
生
徒
さ
ん
か

ら
の
希
望
か
？

A　

教
育
委
員
会
事
務
局
長

議案質疑議案質疑

有 坂 太 宏 議 員

小
林
純
一
議
員

黒
岩
　
卓
議
員

小 林 純 一 議 員

上 坂 国 由 議 員

の
開
催
を
保
証
す
る
。

反  

対
討
論

品
の
３
万
円
程
度
の
試
算
。

反  

対
討
論

金 丸 勝 利 議 員
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申
請
者
が
７
名
い
た
と
い
う
こ
と

で
２
名
増
え
た
。

︵
再
質
︶
Ｑ
︑
今
年
度
問
わ
ず
︑
生
徒

か
ら
希
望
が
あ
れ
ば
枠
を
増
や
す
思

い
は
あ
る
か
？

A　

町
長

　

文
化
と
か
海
外
と
か
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
に
関
し
て
創
造
す
る
力
と
い
う

の
は
子
供
の
こ
ろ
か
ら
養
う
べ
き
だ

と
思
う
。
草
津
町
を
し
ょ
っ
て
い
く

多
く
の
子
供
た
ち
が
今
後
先
、
草
津

で
は
な
く
て
も
っ
と
明
る
い
広
い
世

界
に
出
て
そ
こ
か
ら
物
事
を
考
え
る

こ
と
は
本
当
に
大
事
だ
と
思
っ
て
お

る
し
、
そ
の
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

行
き
た
い
方
が
い
れ
ば
行
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

Ｑ　

燃
油
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
の
補
正
は

理
解
で
き
る
が
︑
２
名
分
は
当
初
予
算

で
増
額
を
し
て
も
い
い
の
で
は
？
ま

た
昨
年
︑
一
昨
年
の
実
績
は
？
定
員
は

ど
の
よ
う
に
決
め
て
い
る
の
か
？

A　

教
育
委
員
会
事
務
局
長

　

実
績
は
令
和
２
年
か
ら
４
年
ま
で

は
コ
ロ
ナ
で
中
止
、
令
和
５
年
度
は

生
徒
12
名
・
引
率
２
名
で
14
名
、
令

和
６
年
度
、
令
和
７
年
度
は
生
徒
５

名
・
引
率
２
名
で
７
名
。

A　

教
育
長

30
年
以
上
、
当
初
予
算
に
は
（
生

徒
が
）
５
名
で
計
上
し
て
い
る
。
希

望
が
あ
れ
ば
か
な
え
て
き
た
実
績
は

あ
る
。

︵
再
質
︶
Ｑ
︑
過
去
の
実
績
で
２
名
追

加
が
２
年
続
い
て
い
る
と
今
報
告
を

受
け
た
が
︑
実
情
に
あ
わ
せ
て
︑
初

め
か
ら
７
名
の
当
初
予
算
で
計
画
し

て
い
く
く
ら
い
柔
軟
に
対
応
で
き
な

い
か
？

A　

町
長

　

昨
年
５
名
、
一
昨
年
５
名
だ
っ
た

の
で
当
初
予
算
は
５
名
と
し
た
。
減

額
だ
と
ま
た
問
題
が
あ
る
の
で
そ
う

い
っ
た
こ
と
も
考
え
な
が
ら
検
討
し

た
い
と
思
う
。

歳
出
︵
総
務
費
／
文
書
広
報
費
︶

Ｑ　

草
津
町
財
務
規
則
見
直
し
支
援

業
務
委
託
390
万
円
の
内
容
は
？

A　

総
務
課
長

　

令
和
９
年
度
の
当
初
予
算
計
上
を

考
え
て
い
た
が
上
位
法
の
改
正
が
頻

繁
に
起
き
て
お
り
、
今
年
度
着
手
し

な
い
と
２
年
越
し
で
財
務
規
則
の
内

容
が
遅
れ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で

補
正
予
算
を
計
上
し
た
。
財
務
規
則

の
全
面
改
正
で
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
た

め
高
額
と
な
り
、
洗
い
出
し
を
す
る

た
め
の
比
較
表
の
作
成
、
各
課
か
ら

の
質
問
事
項
の
作
成
、
他
の
例
規
の

洗
い
出
し
、
疑
義
照
会
等
、
専
門
性

を
要
す
る
た
め
業
務
委
託
と
し
た
。

歳
出
︵
民
生
費
／
ベ
ル
ツ
こ
ど
も
園

費
︶

Ｑ　

管
外
保
育
委
託
の
具
体
的
な
内

容
は
？
ま
た
事
前
に
把
握
で
き
な
い

も
の
な
の
か
？

A　

ベ
ル
ツ
こ
ど
も
園
長

　

草
津
町
に
住
所
登
録
が
あ
る
子
が

町
外
の
こ
ど
も
園
へ
入
園
す
る
こ
と

に
よ
り
管
外
保
育
料
が
発
生
す
る
事

案
で
あ
る
。
町
外
の
こ
ど
も
園
へ
の

入
園
は
、
家
庭
の
事
情
な
ど
に
よ
り

保
護
者
が
直
接
希
望
し
、
町
外
の
こ

ど
も
園
か
ら
申
請
書
が
提
出
さ
れ
る

も
の
な
の
で
、
事
前
に
把
握
は
で
き

な
い
。

︵
再
質
︶
Ｑ
︑
事
前
に
把
握
で
き
な
い

と
言
っ
て
い
る
が
︑
母
子
手
帳
の
交

付
な
ど
か
ら
︑
今
後
保
育
を
必
要
と

す
る
子
ど
も
の
人
数
は
あ
る
程
度
把

握
で
き
る
の
で
は
？

A　

ベ
ル
ツ
こ
ど
も
園
長

　

こ
ど
も
園
で
調
査
を
行
い
、
事
前

に
把
握
で
き
る
よ
う
に
し
っ
か
り
や

っ
て
い
く
。

歳
出
︵
教
育
費
／
事
務
局
費
︶

Ｑ　

中
学
生
姉
妹
都
市
交
流
事
業
で

当
初
予
算
は
約
290
万
で
あ
っ
た
が
︑

今
回
213
万
７
千
円
の
補
正
予
算
が
計

上
さ
れ
て
い
る
︒
金
丸
議
員
の
質
疑

で
２
名
増
え
た
こ
と
は
分
か
っ
た
が

そ
れ
だ
け
で
約
200
万
の
補
正
は
多
い

の
で
は
？
そ
の
他
の
経
費
が
か
か
っ

て
い
る
の
か
？

Ａ

教
育
委
員
会
事
務
局
長

　

派
遣
２
名
の
増
員
と
全
体
的
に
燃

油
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
・
航
空
券
の
料
金

が
中
東
情
勢
等
の
影
響
で
上
が
っ
た

た
め
に
試
算
し
て
の
増
額
。

歳
入
︵
繰
入
金
／
公
共
施
設
等
整
備

基
金
繰
入
金
︶

Ｑ

公
共
施
設
等
整
備
基
金
繰
入
金

で
今
回
800
万
円
の
繰
入
が
あ
る
が
︑

５
月
１
日
か
ら
２
日
未
明
に
か
け
て

の
強
風
被
害
の
対
応
と
聞
い
て
い
る
︒

内
訳
は
？

A

総
務
課
長

今
回
の
補
正
で
は
、
５
月
１
日
か

ら
２
日
に
か
け
て
発
生
し
た
強
風
被

害
へ
の
対
応
経
費
と
し
て
、
総
務
観

光
常
任
委
員
会
分
と
民
教
土
木
常
任

委
員
会
分
を
合
わ
せ
、
約
１
千
700
万

円
を
計
上
し
て
い
る
。
こ
の
財
源
は
、

公
共
施
設
等
整
備
基
金
か
ら
約
800
万

円
を
繰
り
入
れ
、
残
り
は
現
在
手
続

き
中
の
公
有
建
物
災
害
共
済
に
よ
る

保
険
金
で
賄
う
見
込
み
。
基
金
か
ら

の
充
当
額
は
、
各
事
業
費
の
お
お
む

ね
半
額
を
目
安
に
配
分
し
た
結
果
、

最
終
的
に
総
合
体
育
館
維
持
補
修
事

業
に
は
346
万
４
千
円
を
充
当
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。
こ
の
配
分
は
保
険
金

の
見
込
み
額
を
踏
ま
え
た
現
時
点
で

の
試
算
に
よ
る
も
の
。

︻
議
案
７
号　

Ｒ
８
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
︵
第
１
次
︶︼

Ｑ

上
水
道
料
金
は
３
か
年
計
画
で

徐
々
に
改
定
を
行
う
方
針
が
示
さ
れ

た
が
︑
下
水
道
料
金
も
見
直
し
が
必

要
で
は
？

A

愛
町
部
長

下
水
道
事
業
は
令
和
５
年
度
に
経

営
戦
略
の
見
直
し
を
行
い
、
そ
の
内

容
を
令
和
６
年
９
月
定
例
議
会
の
民

教
土
木
常
任
委
員
会
で
報
告
し
て
い

る
。
当
時
の
試
算
で
は
、
下
水
処
理

場
再
構
築
事
業
に
伴
う
設
備
投
資
を

踏
ま
え
、
令
和
15
年
度
か
ら
下
水
道

使
用
料
の
改
定
が
必
要
と
な
る
見
通

し
で
あ
っ
た
が
、
資
材
価
格
や
労
務

費
の
高
騰
、
人
手
不
足
、
原
油
由
来

製
品
の
調
達
難
や
価
格
上
昇
、
さ
ら

に
は
起
債
の
償
還
利
率
の
上
昇
な
ど
、

事
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変

化
し
、
設
備
投
資
額
の
大
き
い
下
水

道
事
業
は
当
初
の
想
定
以
上
に
厳
し

い
経
営
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
下
水

道
使
用
料
の
改
定
時
期
は
当
初
の
見

込
み
を
前
倒
し
し
、
水
道
料
金
の
改

定
と
同
時
進
行
で
検
討
を
進
め
る
。

︻
議
案
８
号　

Ｒ
８
千
客
万
来
事
業
会

計
補
正
予
算
︵
第
１
次
︶︼

Ｑ　

殺
生
ク
ワ
ッ
ド
リ
フ
ト
サ
イ
リ

ス
タ
制
御
装
置
更
新
工
事
が
債
務
負

担
行
為
の
補
正
で
あ
が
っ
て
い
る
が
︑

今
話
題
の
中
東
情
勢
で
部
品
が
入
っ

て
こ
な
い
と
か
諸
々
の
影
響
を
加
味

し
て
の
債
務
負
担
行
為
か
？

Ａ

企
画
創
造
課
長

　

中
東
情
勢
の
影
響
で
は
な
く
、
特

殊
な
製
品
を
製
造
す
る
た
め
債
務
負

担
行
為
を
前
提
と
し
て
予
定
し
て
い

た
。
当
初
予
算
で
は
令
和
７
年
度
に

実
施
す
る
作
業
の
対
価
と
し
て
支
払

い
限
度
額
６
千
458
万
円
を
計
上
し
た

が
、
今
回
は
最
後
仕
上
げ
ま
で
の
１

億
595
万
２
千
円
を
令
和
９
年
度
に
支

払
う
た
め
の
債
務
負
担
行
為
を
設
定

す
る
も
の
。

︻
議
案
９
号　

財
産
の
取
得
︼

Ｑ

巡
回
バ
ス
１
台
購
入
と
い
う
こ

と
だ
が
︑
今
回
購
入
に
至
っ
た
理
由

と
そ
の
他
の
車
両
の
現
状
は
？

A

福
祉
課
長

平
成
21
年
度
購
入
の
走
行
距
離
78

万
キ
ロ
超
の
車
両
の
更
新
を
考
え
て

い
る
。
老
朽
化
と
と
も
に
故
障
が
頻

発
し
て
お
り
、
修
繕
内
容
に
よ
っ
て

は
１
回
当
た
り
数
百
万
程
度
の
修
繕

費
が
見
込
ま
れ
る
た
め
更
新
が
必
要

と
考
え
た
。
現
在
は
車
両
を
３
台
所

有
し
て
お
り
、
今
回
更
新
す
る
平
成

21
年
度
車
の
ほ
か
、
平
成
30
年
度
購

入
車
両
は
走
行
距
離
34
万
５
千
キ
ロ
、

令
和
５
年
度
購
入
車
両
は
１
万
４
千

キ
ロ
と
な
っ
て
い
る
。

議案質疑議案質疑

上
坂
国
由
議
員

上
坂
国
由
議
員

黒
岩
　
卓
議
員

黒
岩
　
卓
議
員

有
坂
太
宏
議
員

有
坂
太
宏
議
員

安
齋
　
努
議
員

安 齋　 努 議 員



2026．7．24 7

Ｑ

令
和
３
年
12
月
議
会
で
奨
学

金
制
度
に
つ
い
て
一
般
質
問
を
行

っ
た
︒
そ
の
後
教
育
長
に
お
か
れ

て
は
︑
返
済
期
間
の
延
長
等
を
盛

り
込
ん
だ
奨
学
資
金
貸
与
条
例
の

一
部
改
正
を
迅
速
に
実
行
し
て
頂

き
︑
改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
る
︒

　

し
か
し
当
時
問
題
提
起
し
た
学

業
考
査
書
の
提
出
や
連
帯
保
証
人

を
必
要
と
す
る
件
な
ど
は
そ
の
ま

ま
で
︑
進
学
を
志
す
生
徒
や
そ
の

保
護
者
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
の
ハ

ー
ド
ル
は
引
き
続
き
高
い
と
認
識

し
て
い
る
︒
他
に
有
利
な
奨
学
金

制
度
が
多
数
あ
り
︑
草
津
町
の
奨

学
金
制
度
を
現
状
の
ま
ま
維
持
す

る
こ
と
に
大
き
な
有
意
性
が
正
直

な
と
こ
ろ
感
じ
ら
れ
な
い
︒

　

ま
ず
︑
現
在
の
奨
学
金
制
度
の

利
用
状
況
︑
特
に
近
年
の
推
移
を

ご
説
明
頂
き
た
い
︒
そ
れ
を
踏
ま

え
︑
現
在
の
奨
学
金
制
度
の
問
題

点
に
つ
い
て
︑
町
長
の
見
解
を
お

聞
か
せ
頂
き
た
い
︒

　

近
年
各
市
町
村
に
お
い
て
は
︑

奨
学
金
の
貸
与
を
市
町
村
自
体
で

行
う
形
か
ら
︑
他
団
体
に
よ
る
奨

学
金
制
度
の
活
用
を
前
提
に
︑
市

町
村
が
そ
の
返
済
を
援
助
す
る
形

に
シ
フ
ト
し
て
い
る
傾
向
が
よ
り

う
か
が
え
る
︒
前
回
の
一
般
質
問

時
に
は
63
市
町
村
で
支
援
制
度
が

あ
る
と
申
し
上
げ
た
が
︑
現
在
は

少
な
く
と
も
122
の
市
町
村
が
何
ら

か
の
支
援
制
度
を
設
け
て
い
る
模

様
︒
加
え
て
群
馬
県
で
も
︑
返
済

を
支
援
す
る
企
業
に
対
し
て
補
助

金
を
支
出
す
る
制
度
が
設
け
ら
れ

た
と
お
聞
き
し
て
い
る
︒

　

宮
崎
町
長
は
昨
年
11
月
に
示
さ

れ
た
政
策
発
表
動
画
に
て
︑
下
仁

田
町
の
﹃
ね
ぎ
と
こ
ん
に
ゃ
く
下

仁
田
奨
学
金
制
度
﹄
に
言
及
さ
れ

て
い
た
︒
こ
の
制
度
は
︑
地
域
内

の
金
融
機
関
で
借
り
た
学
業
資
金

に
つ
い
て
︑
在
学
中
は
利
子
分
を
︑

ま
た
卒
業
後
下
仁
田
町
で
の
定
住

を
条
件
に
元
金
と
利
子
を
支
援
す

る
と
の
こ
と
︒
町
内
の
金
融
機
関

で
の
利
用
促
進
も
同
時
に
考
慮
さ

れ
た
優
れ
た
制
度
で
あ
る
と
私
も

感
じ
る
が
︑
既
に
他
の
奨
学
金
制

度
を
利
用
中
の
方
や
︑
卒
業
後
地

域
で
働
き
な
が
ら
返
済
中
の
方
に

は
支
援
が
な
い
形
と
見
受
け
ら
れ

る
︒
定
住
人
口
増
︑
あ
る
い
は
町

外
に
出
た
学
生
の
草
津
へ
の
帰
還

を
目
指
す
上
で
は
︑
こ
れ
か
ら
進

学
を
志
す
方
︑
在
学
中
の
方
︑
そ

し
て
既
に
卒
業
さ
れ
て
い
る
方
の

三
方
を
支
援
す
る
こ
と
が
必
要
と

考
え
る
︒
長
野
県
上
田
市
や
新
潟

県
上
越
市
な
ど
︑
参
考
に
な
る
先

行
事
例
が
多
数
み
ら
れ
る
が
︑
草

津
町
で
は
い
つ
か
ら
の
利
用
開
始

を
目
途
と
し
て
︑
ど
の
よ
う
な
制

度
の
導
入
を
考
え
て
お
ら
れ
る
か
︑

町
長
の
構
想
を
お
聞
か
せ
頂
き
た

い
︒

町
長

現
在
の
奨
学
金
の
利
用
状

況
に
つ
い
て
。
資
金
貸
与
者
１
名

と
返
済
中
の
貸
与
者
２
名
の
計
３

名
に
貸
与
を
行
っ
て
い
る
。
こ
こ

数
年
は
１
名
の
申
請
者
が
い
る
か

ど
う
か
と
い
う
状
況
と
の
報
告
を

教
育
委
員
会
か
ら
受
け
て
い
る
。

現
在
の
奨
学
金
制
度
の
問
題
点
だ

が
、
月
額
２
万
円
は
制
度
創
設
当

時
と
し
て
は
一
定
の
意
味
が
あ
っ

た
が
、
物
価
高
騰
や
時
代
背
景
を

鑑
み
る
と
学
費
負
担
全
体
か
ら
見

る
と
決
し
て
十
分
な
額
で
は
な
い

と
考
え
る
。
ま
た
現
制
度
で
は
進

学
支
援
の
み
で
卒
業
後
の
支
援
仕

組
み
が
な
い
の
が
実
情
で
あ
り
、

改
め
て
制
度
の
見
直
し
が
必
要
と

考
え
て
い
る
。

　

下
仁
田
町
の
制
度
に
つ
い
て
は

私
も
拝
見
し
、
地
域
金
融
機
関
と

連
携
し
な
が
ら
若
者
の
定
住
促
進

や
人
材
確
保
を
図
る
先
進
的
な
大

変
い
い
制
度
だ
と
思
っ
て
い
る
。

議
員
指
摘
の
と
お
り
、
人
口
減
少

対
策
や
地
域
を
支
え
る
人
材
の
確

保
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
こ
れ
ら

進
学
す
る
方
々
で
は
な
く
、
在
学

中
の
方
や
、
既
に
卒
業
し
奨
学
金

を
償
還
し
な
が
ら
働
い
て
い
る
方

へ
の
支
援
も
十
分
視
野
に
入
れ
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

草
津
で
は
現
在
、
町
独
自
の
奨

学
金
制
度
や
移
住
・
定
住
促
進
施

策
を
実
施
し
て
い
る
が
、
若
年
層

の
人
口
流
出
や
人
材
確
保
は
引
き

続
き
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
は
他
自
治
体
の
先
行
事
例
も

参
考
に
、
進
学
時
の
支
援
、
卒
業

後
の
Ｕ
タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
支
援
、

奨
学
金
返
済
支
援
、
観
光
産
業
を

は
じ
め
と
し
た
地
域
産
業
へ
の
職

業
促
進
な
ど
を
総
合
的
に
組
み
合

わ
せ
た
制
度
に
つ
い
て
研
究
し
た

い
。
特
に
草
津
に
お
い
て
は
、
観

光
業
が
地
域
経
済
を
支
え
る
基
幹

産
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
若
い
世

代
が
安
心
し
て
学
び
、
そ
し
て
草

津
町
に
戻
り
働
き
続
け
ら
れ
る
環

境
づ
く
り
が
重
要
だ
と
思
う
。

　

現
時
点
で
具
体
的
な
導
入
時
期

を
申
し
上
げ
る
段
階
に
は
な
い
が
、

財
源
の
確
保
や
制
度
設
計
の
検
討

を
進
め
な
が
ら
、
定
住
人
口
の
増

加
と
地
域
産
業
を
支
え
る
人
材
確

保
の
両
立
に
向
け
て
研
究
し
て
い

き
た
い
。

一般質問一般質問 ※一般質問は質問者の責任で編集されています。※一般質問は質問者の責任で編集されています。

奨
学
金
制
度
に
つ
い
て

湯
本
晃
久
議
員
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〇
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
に

つ
い
て

Ｑ

町
は
現
在
︑
木
造
住
宅
に
関

す
る
補
助
事
業
と
し
て
︑
木
造
住

宅
耐
震
改
修
補
助
事
業
︑
空
き
家

除
去
費
補
助
事
業
︑
街
な
み
環
境

整
備
事
業
と
３
つ
の
事
業
が
あ
る
︒

こ
の
う
ち
︑
リ
フ
ォ
ー
ム
に
関
す

る
事
業
は
︑
平
成
22
年
度
よ
り
︑

街
な
み
環
境
整
備
事
業
が
あ
る
︒

こ
の
事
業
は
︑
湯
畑
地
区
︑
西
の

河
原
地
区
︑
滝
下
通
り
地
区
︑
中

央
通
り
地
区
︑
地
蔵
地
区
と
限
ら

れ
た
範
囲
で
行
わ
れ
て
い
る
︒

　

先
日
町
民
の
方
が
住
宅
改
修
の

相
談
に
伺
っ
た
が
︑
地
区
以
外
に

居
住
の
た
め
﹁
制
度
を
利
用
す
る

事
が
出
来
な
か
っ
た
﹂
と
の
事
︒

高
齢
化
や
住
居
の
老
朽
化
︑
建
て

替
え
る
に
も
資
金
繰
り
が
厳
し
い

現
状
︑
各
地
で
創
設
さ
れ
て
い
る

﹁
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
﹂
制
度
を

利
用
す
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
ど
ん

な
に
喜
ば
れ
る
事
か
︒
制
度
の
設

立
に
よ
り
︑
全
て
の
町
民
が
対
象

と
な
り
︑
地
元
の
業
者
が
工
事
を

請
負
い
景
気
対
策
と
し
て
も
重
要

な
意
味
が
あ
る
︒

　

郡
内
で
は
我
が
町
の
み
﹁
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
﹂
を
設
け

い
な
い
︒
地
元
業
者
が
潤
い
︑
そ

し
て
町
民
に
喜
ば
れ
る
制
度
の
検

討
を
お
願
い
す
る
︒

町
長

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制

度
は
、
全
町
的
な
景
気
浮
揚
や
住

環
境
の
改
善
に
つ
な
が
る
一
案
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
し
か
し
、

本
制
度
の
導
入
に
あ
た
っ
て
、
行

政
と
し
て
慎
重
に
見
極
め
る
べ
き

構
造
的
な
課
題
が
複
数
存
在
し
て

い
る
。
近
隣
町
村
の
動
向
に
つ
き

ま
し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
財
政
規
模

や
行
政
課
題
の
違
い
に
よ
る
も
の

で
あ
り
、
助
成
率
の
均
衡
や
制
度

の
公
平
性
の
観
点
か
ら
、
導
入
は

慎
重
に
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
。

近
隣
町
村
の
動
向
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
財
政
規
模
や
行
政
課
題

の
違
い
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
助

成
率
の
均
衡
や
制
度
の
公
平
性
の

観
点
か
ら
、
導
入
は
慎
重
に
見
極

め
る
必
要
が
あ
る
。

〇
加
齢
難
聴
に
お
け
る
補
聴
器
購

入
助
成
に
つ
い
て

Ｑ

町
長
の
政
策
の
柱
と
し
て
︑

福
祉
の
拡
充
を
掲
げ
て
い
る
︒
町

長
が
考
え
て
い
る
福
祉
の
拡
充
と

は
ど
の
様
な
事
か
聞
か
せ
願
い
た

い
︒

　

私
は
議
員
に
な
っ
て
過
去
３
回

﹁
高
齢
者
の
加
齢
難
聴
﹂の
こ
と
を
︑

一
般
質
問
で
取
り
上
げ
た
︒
町
で

は
︑
二
〇
二
二
年
度
よ
り
﹁
に
っ

こ
り
検
診
﹂
に
て
聴
覚
検
査
の
導

入
を
し
て
い
る
事
に
は
感
謝
申
す

る
︒
現
在
高
齢
化
が
進
み
﹁
誰
も

が
補
聴
器
を
買
え
る
よ
う
に
し
て

ほ
し
い
﹂
と
の
声
が
全
国
で
広
が

っ
て
い
る
︒
群
馬
県
で
で
は
︑
玉

村
町
︑甘
楽
町
︑榛
東
村
︑吉
岡
町
︑

渋
川
市
な
ど
が
加
わ
り
10
の
市
町

村
で
現
在
行
わ
れ
て
い
る
︒
ま
た

今
年
度
に
は
吾
妻
郡
内
お
い
て
︑

中
之
条
町
と
長
野
原
町
が
新
た
に

補
聴
器
の
助
成
制
度
を
始
め
た
︒

　

中
之
条
町
と
長
野
原
町
は
﹁
聴

覚
障
害
に
よ
る
身
体
障
害
者
手
帳

の
対
象
と
な
ら
な
い
が
︑
聴
力
機

能
の
低
下
に
よ
り
日
常
生
活
に
支

障
を
き
た
し
て
い
る
高
齢
者
に
対

し
︑
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段

の
確
保
や
介
護
予
防
︑
引
き
こ
も

り
の
防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
︑
補
聴
器
を
購
入
す
る
際
の

費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
︒﹂
と
謳

っ
て
い
る
︒
高
齢
化
が
進
む
草
津

町
な
ら
で
は
の
支
援
を
求
め
る
︒

町
長
の
お
考
え
を
︒

町
長

私
が
考
え
る
福
祉
の
充
実

に
つ
い
て
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

誰
も
が
安
心
し
、
自
分
ら
し
く
暮

ら
せ
る
環
境
づ
く
り
を
整
え
る
こ

と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
必
要
な

支
援
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
特
に

高
齢
者
福
祉
は
、
行
政
と
地
域
が

手
を
取
り
合
う
﹁
高
齢
者
見
守
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
事
業
﹂
に
始

ま
り
、
高
齢
寿
命
を
延
ば
す
た
め

の
介
護
予
防
、
生
き
が
い
づ
く
り
、

社
会
参
加
の
仕
組
み
づ
く
り
な
ど
、

い
つ
ま
で
も
元
気
に
地
域
で
生
活

す
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
た
い
と

考
え
て
い
る
。
加
齢
難
聴
、
町
と

し
て
も
そ
の
重
要
性
を
認
識
す
る

中
で
、
令
和
４
年
度
か
ら
﹁
一
般

介
護
予
防
健
診
﹂、
従
来
﹁
に
っ
こ

り
健
診
﹂
と
呼
ば
れ
た
も
の
、
住

民
健
診
に
お
い
て
、
難
聴
検
査
を

導
入
い
る
。
そ
の
結
果
、
聴
力
低

下
が
見
受
け
ら
れ
る
方
が
一
定
数

確
認
さ
れ
て
お
り
、
加
齢
難
聴
が

高
齢
者
の
生
活
や
社
会
参
加
に
影

響
を
及
ぼ
す
課
題
で
あ
る
こ
と
は

十
分
に
認
識
し
て
い
る
。
全
国
的

に
は
高
齢
者
を
対
象
と
す
る
補
聴

器
購
入
助
成
制
度
を
導
入
す
る
自

治
体
が
増
加
、
吾
妻
郡
内
に
お
い

て
も
中
之
条
と
長
野
原
が
制
度
を

開
始
し
た
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。

　

補
聴
器
購
入
助
成
制
度
は
、
郡

内
自
治
体
も
実
施
状
況
や
制
度
内

容
、
利
用
実
績
な
ど
情
報
取
集
を

行
う
と
共
に
、
当
町
に
お
け
る
高

齢
者
ニ
ー
ズ
や
実
態
把
握
に
努
め

な
が
ら
、
今
後
、
高
齢
者
福
祉
施

策
に
つ
い
て
研
究
し
た
い
と
思
う
。

一般質問一般質問 ※一般質問は質問者の責任で編集されています。※一般質問は質問者の責任で編集されています。

・
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

　
　
　

   
助
成
制
度
に
つ
い
て

・
補
聴
器
購
入
助
成
に
つ
い
て

有
坂
太
宏
議
員
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Ｑ

妊
娠
・
子
育
て
支
援
の
助
成

格
差
に
つ
い
て

Ａ

支
援
内
容
を
合
わ
せ
ら
れ
る

か
研
究
す
る
。

Ｑ

国
は
２
０
２
６
年
度
か
ら
︑

公
的
医
療
保
険
料
に
上
乗
せ
し﹁
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
金
﹂
を
全
世

代
か
ら
徴
収
し
︑
そ
の
財
源
で
全

国
的
な
子
育
て
施
策
を
賄
お
う
と

し
て
い
る
︒
こ
れ
は
全
国
ど
こ
で

も
同
じ
支
援
を
行
う
方
向
で
進
ん

で
い
る
一
方
で
︑
各
自
治
体
ご
と

の
判
断
で
独
自
に
上
乗
せ
・
横
出

し
が
あ
り
︑
統
一
さ
れ
な
い
現
状

が
あ
る
︒
吾
妻
郡
内
に
お
い
て
も

助
成
内
容
が
そ
れ
ぞ
れ
で
︑
中
之

条
町
は
恵
ま
れ
て
い
る
と
い
う
話

を
耳
に
し
た
︒
郡
内
の
出
生
者
数

が
昨
年
度
140
名
弱
と
い
う
話
の
中

で
︑
周
辺
地
域
全
体
で
子
育
て
環

境
の
魅
力
を
高
め
︑
エ
リ
ア
全
体

の
人
口
減
少
対
策
と
し
て
取
り
組

む
︒
ま
た
不
妊
治
療
補
助
金
・
出

産
祝
い
金
な
ど
土
台
と
な
り
得
る

助
成
に
関
し
て
は
統
一
化
を
進
め
︑

不
公
平
感
を
感
じ
な
い
よ
う
に
す

る
べ
き
だ
と
思
わ
れ
る
︒
町
の
お

考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
︒

Ａ

国
は
２
０
３
０
年
に
入
る
ま

で
に
﹁
子
ど
も
未
来
戦
略
加
速
化

プ
ラ
ン
﹂
の
政
策
に
よ
っ
て
﹁
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
金
﹂
を
全
世

代
及
び
企
業
か
ら
支
援
金
を
搬
出

し
、
子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
る

方
針
で
あ
る
。
一
方
で
各
地
方
自

治
体
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人

口
や
地
域
特
性
に
応
じ
た
子
育
て

支
援
事
業
が
展
開
し
て
お
り
、
吾

妻
郡
に
お
い
て
も
出
産
祝
い
金
・

不
妊
治
療
費
助
成
・
子
育
て
世
帯

へ
の
経
済
的
支
援
な
ど
独
自
の
支

援
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
例
え
ば

第
１
子
出
産
祝
い
金
で
は
、
中
之

条
・
高
山
が
20
万
、
長
野
原
10
万
、

草
津
・
嬬
恋
・
東
吾
妻
５
万
と
な

っ
て
お
り
、
中
に
は
小
学
校
時
５

万
、
中
学
校
時
５
万
の
祝
い
金
を

出
し
て
い
る
。
中
之
条
で
は
社
会

資
源
が
充
実
し
、
産
前
産
後
ヘ
ル

パ
ー
派
遣
も
実
施
し
て
お
り
、
支

援
制
度
に
差
異
を
感
じ
る
こ
と
が

推
測
さ
れ
る
。
子
育
て
世
帯
が
居

住
地
に
よ
っ
て
大
き
な
格
差
や
不

公
平
感
を
感
じ
る
こ
と
が
な
い
よ

う
配
慮
す
る
考
え
は
、
同
様
に
認

識
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
可
能
か

ど
う
か
は
研
究
を
進
め
て
い
く
。

関
連
で
産
婦
人
科
を
は
じ
め
医
療

資
源
の
面
で
は
群
レ
ベ
ル
で
連
携

し
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
草

津
町
は
、﹁
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
・

な
な
い
ろ
﹂
の
充
実
を
図
り
、
産

妊
婦
や
子
供
支
援
を
進
め
、
助
成

制
度
の
充
実
・
強
化
を
含
め
、
寄

り
添
っ
た
子
育
て
施
策
を
強
く
前

進
さ
せ
て
い
き
た
い
。

Ｑ

自
治
体
広
告
に
つ
い
て
の
検
討

Ａ

導
入
に
向
け
た
検
討
を
開
始

し
た
い
。

Ｑ

近
年
自
治
体
が
新
た
な
財
源

と
し
て
自
治
体
広
告
を
実
施
し
て

い
る
例
が
見
ら
れ
る
︒
草
津
町
は

観
光
客
が
400
万
人
を
超
え
︑
あ
ら

ゆ
る
地
域
か
ら
お
越
し
い
た
だ
い

て
い
る
こ
と
か
ら
も
︑
広
告
収
入

を
検
討
で
き
る
時
期
で
は
な
い
か

と
考
え
る
︒
草
津
町
は
街
歩
き
が

で
き
る
範
囲
が
増
え
︑
観
光
施
設
・

駐
車
場
・
広
場
・
足
湯
・
ラ
イ
ブ

カ
メ
ラ
等
観
光
客
に
と
っ
て
充
実

し
た
環
境
が
整
い
つ
つ
あ
り
︑
更

な
る
整
備
が
予
定
さ
れ
て
い
る
︒

一
方
で
現
状
維
持
を
す
る
た
め
の

清
掃
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
・
補
修
費

用
な
ど
の
負
担
が
増
額
し
続
け
︑

こ
の
先
の
負
担
に
何
ら
か
の
対
策

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
︒
そ
の

財
源
確
保
の
一
つ
と
し
て
︑
自
治

体
広
告
の
検
討
を
お
願
い
し
た
い
︒

具
体
的
に
は
︑
公
式H

P

バ
ナ
ー

広
告
︑
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
バ
ナ
ー
広

告
︑
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
︑
看
板
︑

印
刷
物
な
ど
が
考
慮
で
き
る
︒
進

め
る
に
は
料
金
設
定
・
審
査
・
管

理
と
専
門
分
野
と
な
る
た
め
難
し

い
側
面
も
あ
る
が
︑
事
例
も
多
々

あ
る
の
で
検
討
頂
け
る
か
︒

Ａ

昨
今
、
多
く
の
自
治
体
が
広

告
収
入
の
手
段
を
取
り
入
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
地
方
自
治
法
の
規

定
に
よ
り
﹁
行
政
財
産
の
用
途
又

は
目
的
を
妨
げ
な
い
範
囲
に
お
い

て
使
用
を
、
又
、
貸
し
付
け
る
こ

と
が
で
き
る
﹂
と
定
め
て
い
る
通

り
、
広
告
掲
載
に
お
い
て
可
能
で

あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
当

町
で
は
重
要
な
財
源
と
し
て
﹁
ふ

る
さ
と
納
税
﹂
等
の
活
用
を
し
て

き
た
が
、
提
案
内
容
の
多
角
的
な

自
主
財
源
の
確
保
に
挑
戦
し
て
い

く
こ
と
は
、
重
要
な
取
り
組
み
で

あ
る
と
共
感
す
る
。
第
一
歩
と
し

て
、﹁
く
ら
し
便
利
手
帳
﹂
の
発
行

に
お
け
る
広
告
協
賛
方
式
の
導
入

を
検
討
し
、
平
行
し
て
提
案
の
公

式
HP
バ
ナ
ー
広
告
、
ラ
イ
ブ
カ
メ

ラ
の
ス
ポ
ン
サ
ー
表
示
、
看
板
、

印
刷
物
等
の
広
告
収
入
、
及
び
ネ

ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
に
つ
い
て
も
研

究
を
進
め
て
い
き
た
い
。
整
理
す

べ
き
事
項
は
多
々
あ
る
が
、
他
自

治
体
の
先
進
的
な
成
功
事
例
も
参

考
に
し
な
が
ら
当
町
の
地
域
特
性

に
合
致
し
た
着
手
可
能
な
も
の
か

ら
導
入
に
向
け
た
検
討
を
開
始
し

た
い
。

一般質問一般質問 ※一般質問は質問者の責任で編集されています。※一般質問は質問者の責任で編集されています。

・
妊
娠
・
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

・
自
治
体
広
告
に
つ
い
て

市
川
祥
史
議
員

・
妊
娠
・
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
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〇
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

Ｑ

空
き
家
が
長
期
間
放
置
さ
れ

る
背
景
と
し
て
︑
除
却
工
事
費
の

負
担
に
加
え
︑
建
物
を
解
体
す
る

と
固
定
資
産
税
の
住
宅
用
地
特
例

が
適
用
さ
れ
な
く
な
る
た
め
︑
税

負
担
が
増
え
る
構
造
が
所
有
者
の

判
断
を
鈍
ら
せ
て
い
る
点
を
指
摘

し
た
︒
特
定
空
き
家
に
指
定
さ
れ

れ
ば
特
例
は
外
れ
る
が
︑
適
切
に

管
理
さ
れ
て
い
る
一
般
の
空
き
家

は
対
象
外
で
あ
り
︑
結
果
と
し
て

﹁
壊
す
と
損
を
す
る
﹂
状
況
が
続
い

て
い
る
︒
土
地
の
利
活
用
の
観
点

で
は
更
地
の
方
が
売
買
が
進
み
や

す
く
︑
景
観
形
成
や
地
域
活
性
化

に
も
寄
与
す
る
︒
他
自
治
体
で
は
︑

除
却
後
の
土
地
に
も
期
限
付
き
で

住
宅
特
例
を
継
続
す
る
制
度
を
設

け
︑
除
却
補
助
と
組
み
合
わ
せ
て

土
地
の
流
動
化
を
促
し
て
い
る
例

が
あ
り
︑
草
津
町
で
も
空
き
家
バ

ン
ク
の
設
置
が
始
ま
る
今
こ
そ
︑

同
様
の
制
度
導
入
を
検
討
す
べ
き

と
考
え
る
が
︑
町
と
し
て
の
お
考

え
は
？

町
長

現
行
制
度
が
所
有
者
に

﹁
使
わ
な
い
空
き
家
で
も
放
置
せ
ざ

る
を
得
な
い
﹂
と
い
う
心
理
を
生

ん
で
い
る
点
は
認
識
し
て
い
る
。

他
自
治
体
の
制
度
は
効
果
的
で
あ

り
、
空
き
家
バ
ン
ク
と
連
動
さ
せ

る
こ
と
で
除
却
促
進
や
土
地
の
流

動
化
に
相
乗
効
果
が
期
待
で
き
る
。

一
方
で
、
町
税
収
入
へ
の
影
響
、

他
の
更
地
所
有
者
と
の
公
平
性
、

特
例
期
間
中
の
利
活
用
見
込
み
な

ど
、
慎
重
に
検
討
す
べ
き
課
題
も

多
い
。
ま
ず
は
空
き
家
バ
ン
ク
の

構
築
を
確
実
に
進
め
、
先
進
事
例

の
効
果
検
証
や
町
内
の
対
象
物
件

の
把
握
を
行
い
、
地
域
特
性
に
合

っ
た
実
効
性
あ
る
支
援
策
を
総
合

的
に
検
討
す
る
。
制
度
化
の
見
通

し
が
立
っ
た
段
階
で
議
会
に
も
説

明
す
る
。

〇
強
風
被
害
と

　
　
　
　
公
園
整
備
に
つ
い
て

①
被
害
状
況
と
対
応

Ｑ

５
月
上
旬
の
強
風
に
よ
り
町

内
で
多
数
の
倒
木
が
発
生
し
た
︒

被
害
の
場
所
・
件
数
・
規
模
・
対

応
状
況
は
？

町
長

５
月
２
日
未
明
に
風
速
20

ｍ
超
の
強
風
が
２
時
間
続
く
異
例

の
事
態
で
あ
っ
た
。
前
口
区
で
電

柱
倒
壊
の
連
絡
を
受
け
、
災
害
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
招
集
体
制
を

整
え
、
町
長
・
副
町
長
も
早
朝
か

ら
現
場
対
応
し
た
。
囲
山
公
園
付

近
で
は
幹
回
り
２
ｍ
超
の
大
木
が

倒
れ
、
区
民
館
の
倉
庫
２
棟
が
倒

壊
す
る
な
ど
大
き
な
被
害
が
発
生
。

倒
木
処
理
や
公
共
施
設
の
修
繕
な

ど
で
総
額
約
一
︐
七
〇
〇
万
円
を

要
す
る
見
込
み
で
、
災
害
復
旧
債

の
適
用
可
否
を
県
に
照
会
中
。
人

的
被
害
が
な
か
っ
た
こ
と
が
何
よ

り
も
安
堵
す
る
と
こ
ろ
。
前
橋
地

方
気
象
台
に
注
意
報
未
発
令
の
理

由
を
申
し
入
れ
、
今
後
も
迅
速
な

初
期
対
応
と
関
係
機
関
連
携
を
強

化
す
る
。

②
囲
山
公
園
の
倒
木
と

　
　
　
　
　
　

今
後
の
管
理

Ｑ

倒
木
に
よ
る
建
物
被
害
の
現

場
を
確
認
し
た
が
︑
建
物
の
損
壊

も
大
き
く
︑
深
刻
な
状
況
だ
っ
た
︒

近
年
︑
気
象
災
害
が
激
し
さ
を
増

し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
︒
伐
採
・

間
伐
な
ど
事
前
の
リ
ス
ク
軽
減
策

が
必
要
で
は
な
い
か
？

町
長

大
木
倒
壊
で
西
殿
塚
区
民

館
の
倉
庫
２
棟
が
倒
壊
し
た
。
危

険
回
避
を
最
優
先
に
早
急
な
措
置

を
講
じ
た
。
今
回
の
被
害
を
踏
ま

え
、
町
有
地
の
安
全
確
保
を
引
き

続
き
重
視
し
て
い
く
。

③
頌
徳
公
園
の
安
全
確
保

Ｑ

頌
徳
公
園
に
お
い
て
も
︑
公

園
内
に
は
大
木
が
多
く
︑
不
安
を

感
じ
る
︒
日
常
的
に
多
く
の
児
童

が
遊
び
場
と
し
て
利
用
し
て
お
り
︑

鬱
蒼
と
し
た
雰
囲
気
で
安
全
面
で

も
懸
念
が
あ
る
︒
災
害
予
防
や
児

童
の
安
全
確
保
の
観
点
か
ら
︑
見

通
し
を
良
く
し
︑
よ
り
安
全
に
利

用
で
き
る
よ
う
整
備
を
進
め
る
べ

き
と
考
え
る
が
︑
町
と
し
て
の
お

考
え
は
？

町
長

頌
徳
公
園
で
も
倒
木
が
発

生
し
即
時
閉
鎖
し
た
が
、
樹
木
医

や
吾
妻
環
境
森
林
事
務
所
の
技
師

ら
に
よ
る
診
断
の
結
果
、
樹
木
は

概
ね
健
全
と
の
評
価
を
得
た
。
た

だ
し
大
木
が
多
い
た
め
、
枝
折
れ

な
ど
の
リ
ス
ク
に
は
今
後
も
警
戒

を
続
け
る
。

④
公
園
遊
具
・
設
備
の
維
持
管
理

Ｑ

町
内
の
公
園
に
つ
い
て
は
︑

﹁
遊
具
が
錆
び
て
い
る
の
で
塗
装
し

て
ほ
し
い
﹂︑﹁
ベ
ン
チ
を
設
置
し

て
ほ
し
い
﹂
と
い
っ
た
要
望
を
住

民
か
ら
い
た
だ
い
て
い
る
︒
現
場

を
確
認
す
る
と
︑
錆
の
進
行
や
休

憩
ス
ペ
ー
ス
の
不
足
が
見
受
け
ら

れ
る
︒
草
津
の
気
候
特
性
上
︑
錆

や
劣
化
が
早
い
こ
と
は
理
解
し
て

い
る
が
︑
設
置
す
る
以
上
︑
安
全

に
利
用
で
き
る
状
態
を
維
持
す
る

こ
と
は
必
須
で
あ
る
︒
今
後
の
維

持
管
理
や
整
備
の
方
針
に
つ
い
て
︑

町
と
し
て
の
お
考
え
は
？

町
長

今
後
策
定
す
る
第
６
次
総

合
計
画
の
中
で
、
公
園
整
備
の
在

り
方
を
研
究
す
る
と
と
も
に
、
既

存
遊
具
・
設
備
は
安
全
確
保
を
最

優
先
に
適
切
に
修
理
・
整
備
し
て

い
く
。

一般質問一般質問 ※一般質問は質問者の責任で編集されています。※一般質問は質問者の責任で編集されています。

・
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

・
公
園
整
備
に
つ
い
て

小
林
純
一
議
員
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〇
議
案
第
２
号　
民8

　

工
事
請
負
契
約
の
締
結

【
契
約
の
対
象
】

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事

業　

中
央
湯
畑
通
り
整
備
工
事

【
契
約
金
額
】　

８
千
85
万
円

【
契
約
の
相
手
方
】

草
津
町
大
字
草
津
266
―
14

（
株
）
武
藤
組

代
表
取
締
役　

武
藤　

恭
平

【
契
約
方
法
】　

指
名
競
争
入
札

〇
議
案
第
３
号　
総8

　

財
産
の
取
得

【
取
得
す
る
財
産
】

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
系
パ
ー

ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
60
台
及

び
マ
ウ
ス
60
個

【
契
約
金
額
】
１
千
661
万
円

【
納
入
期
限
】
令
８
年
８
月
28
日

【
契
約
の
相
手
方
】

吾
妻
郡
中
之
条
町
大
字

　
　
　
　
　
　
　

伊
勢
町
乙
872

光
山
電
機
工
業
（
株
）

代
表
取
締
役　

丸
山　

公
明

【
契
約
方
法
】　

随
意
契
約

〇
議
案
第
４
号　
民8

　

財
産
の
取
得

【
取
得
す
る
財
産
】

除
雪
ド
ー
ザ
５
ｔ
級　

２
台

【
契
約
金
額
】
２
千
178
万
円

【
納
入
期
限
】
令
８
年
12
月
28
日

【
契
約
の
相
手
方
】

前
橋
市
上
増
田
町
961
番
地
７

北
関
東
Ｔ
Ｃ
Ｍ
（
株
）
前
橋
営

業
所前

橋
営
業
所
長　

岡
田　

真

【
契
約
方
法
】　

指
名
競
争
入
札

　

専
決
処
分
事
項
の
承
認

〇
承
認
第
１
号

　

税
条
例
の
一
部
改
正
及
び
都

市
計
画
税
条
例
の
一
部
改
正

　

軽
自
動
車
税
に
お
け
る
環
境

性
能
割
の
廃
止
、
法
改
正
に
よ

る
項
ず
れ
及
び
字
句
整
理
を
し

ま
し
た
。

〇
承
認
第
２
号

　

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
改
正

　

基
礎
課
税
額
の
賦
課
限
度
額

及
び
減
額
に
お
け
る
所
得
基
準

の
見
直
し
並
び
に
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
納
付
金
課
税
額
の
減

額
規
定
等
を
追
加
し
ま
し
た
。

議案はそれぞれの担当委員会において詳細な審議が
行われた後、本会議で議決されました。

総8 …    総務観光常任委員会
民8 …    民教土木常任委員会

そ

の

他

承

認

令和 7 年度　補正予算　（一般会計・特別会計）

会　計　名 補　正　額 主　な　内　容　（　歳　出　） 総　額

承認第３号
一般会計（第 13次） 　　　 + 2億 2,460 万円

財政調整基金事業 + 1億 5,309 万円

72億 3,203 万円

町有財産管理事業 + 1億 1,847 万円

ふるさと納税事業 + 6,184 万円

教育総務費事務費 + 5,000 万円

道路除雪事業 ▲ 2,505 万円

その他 ▲ 1億 3,375 万円
承認第４号
国民健康保険特別会計
（第３次）

▲ 7,869 万円
一般被保険者療養給付事業 ▲ 6,713 万円

6億 5,792 万円
その他 ▲ 1,156 万円

承認第５号
介護保険特別会計
（第３次）

▲ 4,080 万円

居宅介護サービス給付事業 ▲ 1,781 万円

5億 9,385 万円
施設介護サービス給付事業 ▲ 627 万円

地域密着型介護サービス給付事業 ▲ 541 万円

その他 ▲ 1,131 万円

承認第６号
後期高齢者医療特別会計
（第３次）

+ 156 万円

後期高齢者医療広域連合納付金 + 370 万円

1億 7,272 万円健康診査事業 ▲ 158 万円

その他 ▲ 56万円

令和 8 年度　補正予算　（一般会計）

会　計　名 補　正　額 主　な　内　容　（　歳　出　） 総　額

議案第１号
一般会計（第１次）　　総8

+ 500 万円
情報化維持管理事業 + 874 万円

60億 64万円企画費事務費 ▲ 387 万円
予備費 + 13 万円

臨 時 会臨 時 会
こんなことがきまりましたこんなことがきまりました

（５月 12 日開催）（５月 12 日開催）
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︻
議
案
第
１
号　

令
和
８
年
度

草
津
町
一
般
会
計
予
算
︵
第
１
次
︶︼

５月 12 日臨時議会　委員会審査・報告
議案は担当委員会に付託され詳細な審議が行われました。

付
託
議
案

Ｑ　

パ
ソ
コ
ン
60
台
の
購
入
に
つ
い
て
、

当
初
予
算
が
否
決
さ
れ
た
事
に
よ
り
購
入

価
格
が
上
が
っ
た
と
言
っ
て
い
る
者
が
い

る
が
事
実
か
？

Ａ　

否
決
さ
れ
た
事
と
は
関
係
な
い
。
購

入
価
格
が
上
が
っ
た
事
は
事
実
。

Ｑ　

随
意
契
約
と
な
っ
た
経
緯
は
？

Ａ　

郡
内
で
一
斉
に
調
達
す
る
こ
と
に
よ

る
も
の
。

Ｑ　

他
町
村
の
状
況
は
？

Ａ　

安
価
と
な
っ
た
所
も
あ
る
。

町
長

　

半
導
体
の
価
格
上
昇
が
続
い
て
い
る

が
、
職
員
が
パ
ソ
コ
ン
に
よ
っ
て
ス
ム
ー

ズ
な
業
務
が
出
来
る
よ
う
に
し
た
い
。

繰越計算書

議　案　名 事　業　名 翌年度繰越額

〇報告第１号
R7 一般会計予算

戸籍総合システム管理事業 185 万円

第９回草津町くらし応援商品券事業 1,025 万円

〇報告第２号
R7 公共下水道事業特別会計予算

下水処理場再構築事業 9億 3,912 万円

〇報告第３号
令和７年度
草津よいとこ元気基金運用状況

基金への積立金 11億 6,583 万円

基金からの支出 12億 9,216 万円

温泉、観光及び
産業振興

10億 4,102 万円

子育て支援、健康と福
祉、教育の充実
7,920 万円

芸術、文化、スポーツ振興
1,137 万円

その他目的達成のため
に町長が必要と
認める事業

1億 5,847 万円

安心して過ごすことの
できるまちづくり
210 万円

会議録内容や、議会内容をインターネットで見られます会議録内容や、議会内容をインターネットで見られます会議録内容や、議会内容をインターネットで見られます
令和４年（2022 年）第３回（３月定例会）以降、記録を公開しています。

閲覧方法
〇草津町役場ホームページ（https://www.town.kusatsu.gunma.jp/）のトップページから
「草津町議会」→「草津町議会会議録」・「本会議中継録画配信」

草津町
議会会議録

本会議
中継録画配信

安齋 　努 委員

黒岩 　卓 委員長

直井 新吾 委員

市川 祥史 副委員長金丸 勝利 委員

安井 尚弘 委員

総務観光常任委員会
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出
席
者
数

賛
　
　
成

反
　
　
対

審
議
結
果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
直
井 

新
吾

安
齋    

努

有
坂 

太
宏

市
川 

祥
史

安
井 

尚
弘

小
林 

純
一

金
丸 

勝
利

上
坂 
国
由

湯
本 
晃
久

黒
岩    

卓

宮
﨑 

謹
一

【５月 12 日　臨時会】 【
注
】議
長
は
議
事
進
行
を
行
う
た
め
賛
否
表
明
は
し
ま
せ
ん
。賛
否
同
数
の
場
合
の
み「
議
長
議
決
」と
し
て
表
明
し
ま
す
（
そ
の
場
合
は
「
裁
」
と
記
載
）。

令和８年度　補正予算
一般会計補正予算（第１次） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
その他
工事請負契約の締結 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
財産の取得（職員用パソコン６０台の購入） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
財産の取得（除雪機械購入） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
承認
専決処分事項の承認を求めること（税条例の一部改正及び都市計画税条例の一部改正） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
専決処分事項の承認を求めること（国民健康保健税条例の一部改正） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
専決処分事項の承認を求めること（令和７年度一般会計補正予算（第 13次）） 11 8 2 可 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
専決処分事項の承認を求めること（令和７年度国民健康保健特別会計補正予算（第３次）） 11 8 0 可 退 ○ ○ ○ 退 ○ ○ ○ ○ ○
専決処分事項の承認を求めること（令和７年度介護保険特別会計補正予算（第３次）） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
専決処分事項の承認を求めること（令和７年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第３次））11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【６月　定例会】
条例の一部改正
部課設置条例の一部を改正する条例 11 7 3 可 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ×
職員等の旅費に関する条例の一部を改正する条例 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
税条例の一部を改正する条例 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
都市計画税条例の一部を改正する条例 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和８年度　補正予算
一般会計補正予算（第２次） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
介護保険特別会計補正予算 (第１次 ) 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
公共下水道事業特別会計補正予算 (第１次 ) 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
千客万来事業会計補正予算（第１次） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
その他
財産の取得（巡回バス車両の購入） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
財産の取得（職員用端末の接続のためのADサーバー、仮想サーバー、ネットワーク機器一式）11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
町道の路線廃止（地蔵二号線） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
町道の路線変更（地蔵馬場線） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
温泉引用許可（フォートリート草津） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
温泉引用許可（仮称：重田屋旅館） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
温泉引用者移転許可（ホテルニュー紅葉） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
温泉引用者移転許可（ペンション石楠花） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
温泉引用許可事項の変更（CASA・de・KUSATSU） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
農業委員会委員の任命につき同意を求めること（金丸勝利議員） 11 9 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ ○
農業委員会委員の任命につき同意を求めること（市川祥史議員） 11 9 0 可 ○ ○ ○ 退 ○ ○ ○ ○ ○ ○
農業委員会委員の任命につき同意を求めること（議員２名以外の７名） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
発議
特別委員会設置 11 7 3 可 ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ × ○
請願・陳情（付託委員会の審議結果についての採択になります）
草津原地区の都市計画区域からの除外を求める陳情書 11 9 1 可 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

審議議案　および　議案審議結果

請願・陳情一覧および審議結果

上程議案・結果
可 ： 可 決     否 ： 否 決     賛 成 ： 〇     反 対 ： ×
欠 席 ： 欠     退 席 ： 退

件　名 要　旨 請願・
陳情者 付託委員会 審査結果

草津原地区の
都市計画区域
からの除外を
求める陳情書

草津原地区は昭和 51 年 7 月 5 日、草津町都市計画用途地域に決定して以来、
今日に至っております。草津原地区住民は長年に渡り草津町に対し固定資産
税、都市計画税の両税金を支払ってまいりました。当地区でも近年は世代交
代や一部家庭では相続の問題も発生しております。しかし、草津原地区では
路線価等は無く、常に平均値（宅地並みの課税）で土地評価が決定されてい
るのが現状です。
そこで、当地区が都市計画区域で無ければ現状での相続も認められるという
こともあり今回の陳情となりました。当局におかれましても本趣旨をご理解
いただき、早期に除外をして頂けますよう、何卒宜しくお願い致します。
尚、当地区では都市計画区域にもかかわらず、温泉はもとより、住民が最低
限生活を営むための上水道の整備も無いのが現状であることを付け加えます。

草津町大字草
津 464-1402
山口　悦行
（他７名）

総務観光
常任委員会 不採択
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議
員
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お
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た
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あ
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ま

た
そ
の
活
動
自
体
が
住
民
福
祉

た
そ
の
活
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。

ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
３
月
定
例
議
会

　

こ
こ
で
は
、
３
月
定
例
議
会

後
か
ら
６
月
定
例
議
会
の
間
の

後
か
ら
６
月
定
例
議
会
の
間
の

議
員
活
動
の
一
部
を
ご
紹
介
し

議
員
活
動
の
一
部
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

ま
す
。議 員活動議 員活動

報　告報　告
議 員活動

報　告
議場だけが仕事場じゃない！議場だけが仕事場じゃない！
活動の一部をご報告します活動の一部をご報告します
議場だけが仕事場じゃない！
活動の一部をご報告します
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4.22

4.28

5.11 5.21

姉妹都市・葉山町長表敬訪問
町政懇談会

草津温泉スキー場センターハウス竣工式

草津温泉合同入社式「来草歓迎式」

今年は４７名の皆さんが

入社されました。今後の

ご活躍をご祈念いたします。
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　最近、身の回りで起こる出来事に懸命についていこうと
する自分がいる。世の中の動きのすべてが自分と係わりを
持ち、これに対応しなければ生きられない。振り回されて
いる。遠い世界で起きているウクライナ対ロシア、イラン対
アメリカ・イスラエルの戦争とホルムズ海峡の海上封鎖が私
達の日々の生活に多大な影響を与えている。資材の不足、価
格の高騰、経済活動の停滞等々先の見えない混迷が続いてい
る。又、地球温暖化による気候変動が農業から漁業まで大き
な変化をもたらしている。そんな中で観光地草津温泉に暮ら
す私達はどう対応したら良いのだろうか？観光産業はゆとり
の上に成り立つものであり、人々はゆとりの中から癒しを求
めて行動する。心の癒し、体の癒しを実現するものは大自然
の力であり、食文化であり、人々によるおもてなしである。
草津には先人から受け継がれた温泉文化があります。酷暑の
夏でも高原の涼しさがあります。リモートで仕事をする時代
です。私達議員は草津町の未来設計を町民目線で、町民とと
もに考え、豊かさに支えられた安心・安全な街づくりに邁進
したいと思います。　

忙 中感 記

◆広報委員会／委員長　直井新吾・副委員長　有坂太宏・委員　小林純一　市川祥史
◆発行/議会事務局　〒377-1792 群馬県吾妻郡草津町大字草津28番地  TEL.0279-88-7191

○町議会に対する請願書の提出には、紹介議員が必要です。
○陳情は、請願とほぼ同じ扱いですが、議員の紹介なしで提出できます。
○採択となった請願・陳情について、執行機関に実行の義務はありませんが、議会の意思として十分に
　尊重されています。

次の事項の記載をお願いします。（決まった書式はありません）
①請願（陳情）の表題・趣旨・理由
②提出年月日
③請願（陳情）者の住所・氏名・印
④請願の場合は、紹介議員の著名（または記名押印）
⑤連名の場合は代表者を記入し、名簿を添付する。
⑥あて先…草津町議会議長

黒岩　卓議員

議員が順番に

日頃感じていることなど

自由に書く「忙中感記」。

今回は黒岩　卓議員です。


